
ACAD-DENKI 2018

新機能/改善機能



新機能・改善機能一覧 ACAD-DENKI 2018 新機能と改善機能

メニュー 項目説明

システム 対応OS/ベースCAD AutoCAD2018に対応しました。

ACAD-DENKI 多段直列寸法(NEW) 「四辺一括入力」「段を挿入」「段を削除」「段間隔変更」「既存寸法を分割」

「既存寸法を統合」コマンドを追加しました。

フォルダ選択ダイアログの変更 フォルダ選択ダイアログをWindows標準のダイアログに変更しました。

シンボル入力(部品マスタ) 検索ダイアログにてシンボルプレビューを表示する機能を追加しました。

シンボル入力時にシンボルの切り替えを行う機能を追加しました。

シンボル入力(パレット) 編集専用ダイアログを追加しました。

バルーン作図 円を長円にしない設定を追加しました。

図面チェック 端子番号について部品マスタとの照合をチェックする項目を追加しました。

リレーシンボル入力 リレー展開表データ作成で登録した複数の接点シンボルから選択して配置する機能を
追加しました。

展開表データ作成 種別CA+CBの場合にA接点、B接点のシンボルに加え、C接点シンボルを登録する機
能を追加しました。

別盤 別盤名称を直接テキスト編集しても整合性を保つようにしました。

線分切断 線分以外の図形も対象にするよう変更しました。

ACAD-Parts CSV出力 デリミタを除外する設定を追加しました。

外部ファイル照合 器具番号が集約表記されていても比較し、同じ器具番号でも部品コードが相違したとき
は「仕様が相違」(MAGENTA色)で比較結果を表示する機能を追加しました。

電キャビ 新規作成 複数ページを作成する機能を追加しました。

目次作成 シート記号の数値モードで空欄行込みで目次を作成できるよう設定を追加しました。

数値モードで使用する数値範囲を設定する機能を追加しました。



■対応OS

Windows 7 32/64bit

Windows 8/8.1 32/64bit

Windows 10 32/64bit

■対応ベースCAD

BricsCAD V16～V17

AutoCAD 2013～2018
※AutoCAD2018はWindows10 32bitには対応しておりません。

※AutoCAD2013～2015はWindows10には対応しておりません。

AutoCAD2016sp1以降から対応しています。
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対応OS / ベースCAD



多段直列寸法( )
盤外形図の寸法入力・編集を効率化するためのコマンドです。
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• 四辺一括入力

パラメータの値を元に、指定した矩形の上下左右に寸一括で寸法を

入力します。

• 段を挿入/段を削除

並列寸法の段を編集します。

• 段間隔を変更

既存の並列寸法の段の間隔を変更します。

• 既存寸法を分解/既存寸法を統合

既存の寸法に対して、直列に寸法を分解します。

また分解した寸法を統合します。



多段直列寸法( ) –四辺一括入力
パラメータに沿って、盤図形に上下左右の寸法を一括で入力する機能です。
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寸法を入力する盤を囲んで指示

結果
左右上下に寸法が一括で作図されます。

四辺一括入力で、寸法を入力する方
向とパラメータを確認・修正します。



段を挿入
寸法補助線を指示して並列な寸法を挿入します。

多段直列寸法( ) 段を挿入・削除
既存の寸法をクリックして、並列の寸法を入力、削除する機能です。

6

クリック

寸法挿入

連続してクリック

2段挿入

段を削除
寸法線を指示して削除します。

クリック

クリック

削除結果



多段直列寸法( ) 段間隔を変更
寸法の図形と寸法線、寸法線間の間隔を変更する機能です。
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指示し「図形と寸法値」「寸法線間」で指示した値で高さが変更されます。間隔を変更する寸法を選択します。

100

100

80間隔

間隔を指定します。



分割と結果 統合と結果

多段直列寸法( )既存寸法を分割・統合
既存の寸法を分解、統合する機能です。
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分割位置を指示します。

クリック！ クリック！

クリック！

クリック！
統合

統合

分割する寸法を選択します。

統合する寸法補助線を
選択します。

分割結果



全般/フォルダ選択ダイアログ
フォルダ選択ダイアログをエクスプローラ風に変更しました。
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[プロジェクト]-[開く] (従来) [プロジェクト]-[開く]
シンボル庫選択

手直し奉行
複数フォルダ選択



シンボル入力(部品マスタ)
シンボルのプレビュー表示機能を追加しました。

10

検索結果

ダイアログ

チェック入力

「対応電気シンボル」、
「対応器具シンボル」に
登録しているシンボルを
プレビュー表示します。

電気シンボル

器具シンボル

プレビューウィンドウが表示

プレビューウィンドウは枠を

ドラッグして複数表示可能

プレビュー大きさは変更可能

(等倍,1/2倍,2倍)



シンボル入力(部品マスタ)
部品マスタメンテナンスで [対応電気/器具シンボル]項目にシンボルを登録し、

シンボル入力(部品マスタ)でシンボル配置時にシンボルを切り替える機能を追加しました。
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部品マスタメンテナンスにシンボルを登録

“/”(スラッシュ)区切りで複数登録
シンボル庫にシンボルが存在

配置プレビュー中にCTRLキーを押すと

シンボルが順番に切り替わります。
CTRLキー



シンボル入力(パレット)
シンボルパレットから既存のシンボルを選択して編集するとき、操作をシンプルにする編集ダイアロ
グを追加しました。
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シンボルパレットから、「図面を開いて修正」を選択

シンボル登録
モードへの切替

[シンボル]-[シンボル登録]のダイアログ表示

編集専用ダイアログの特徴
 同じPIN番号の端子属性が配置可能
 [属性の配置]で通常の属性と追番時属性の配置が
可能

 保存時の画層の設定は「新JIS」「旧JIS」「形状のみ」か
ら選択



バルーン作図
テキスト1,2,3文字までの各入力でバルーンを長円にしない設定を追加しました。

文字高さの指定を、円と長円で個別に指定する設定を追加しました。
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バルーン形状の指定(円/長円)

・1文字までの例

・2文字までの例

・3文字までの例

[電気編集]-[ACAD-DENKI 環境設定]
「文字」-「バルーン」 設定

・バルーン形状の指定(円/長円)
・円の大きさと文字高さ
・長円の文字高さ

コマンド実行中に個別変更が可能
・設定(S)



図面チェック

「端子番号が部品マスタと相違」項目を追加しました。
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チェック内容
• 部品コードに対応する部品情報が部品マスタに
登録されていない。

• 部品コードに対応する部品の端子情報が部品
マスタに登録されていない。

端子番号が部品マスタと相違

部品マスタメンテナンス
端子情報登録例

チェック結果



既存の機能：1行を選択し、[配置]をクリックして、CA接点、またはCB接点を配置

リレーシンボル入力
リレー展開表データ作成で登録した、複数の接点シンボルから選択して配置する機
能を追加しました。
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[種別]項目に[展開表データ作成]で登録
済みの接点種別が表示されます。

[リレー]-[リレーシンボル入力]を実行

C/CA 1行選択時 C/CB 1行選択時

C/CA とC/CB 2行選択

[配置]をクリックで、
C接点シンボルを配置



展開表データ作成
種別CA+CBの場合に複数の接点シンボルを登録する機能を追加しました。
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[種別]に「CA接点、CB接点」が割り付けられている行で、シンボル欄を
ダブルクリック または [シンボル割付]ボタンをクリックし、接点シンボル割付ダ
イアログから、複数シンボルの割付が可能になりました。 C接点/A接点表示

C接点/B接点表示

[リレー]-[リレーシンボル入力]
にて、設定したシンボルの選択が
可能

専用ダイアログ表示

シンボルの割付



別盤
別晩名称をベースCADのコマンドで直接編集しても整合性を維持するよう改善しました。
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旧バージョン

編集後の図面の別盤情報

2018

編集後の図面の別盤情報

文字列編集で編集

プロパティバーで編集

不整合が
発生

自動的に調整
整合性保持

文字列編集で編集

不一致
一致

枠形状変更なし 枠形状自動調整



線分切断

線分以外の図形も切断対象としました。
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[線分切断]-[1点] 対象
閉じていないポリライン
閉じていないスプライン

閉じていないポリラインの例

1点目 2点目

結果：3つの ”ポリライン”に分割されます。

閉じた図形 円 の例

1点目 2点目

隠れ線にする側を選択

[線分切断]-[2点＋隠れ線] 

結果：2つの”円弧”に分割されます。

1 3

2

1
2

分割する2点を指示

[線分切断]-[2点] /[2点＋隠れ線]対象
・ポリライン、スプライン
・円、楕円、円弧、楕円弧



ACAD-Parts CSV出力
器具番号、型式、定格、部品名の2段表記の時に、表示される区切
り文字(デリミタ)を除外して出力する設定を追加しました。
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・器具番号の区切り文字を無しとする
・型式・定格・部品名の区切り文字を指定する
区切り文字[選択リスト]

区切り文字有り

チェック有り：区切り文字除外

チェック無し：区切り文字“^”表示

CSV出力



ACAD-Parts 外部ファイル照合
器具番号が集約表記されていても比較し、同じ器具番号でも部品コードが相違したときは
「仕様が相違」(MAGENTA色)で比較結果を表示する機能を追加しました。
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外部ファイル例
器具番号が集約されている状態です。

CR** の比較結果

■外部ファイルの器具番号が集約表記されていても、個々の器具番号に展開して比較します。
■同じ器具番号でも部品コードが相違したときは「仕様が相違」(MAGENTA色)で比較結果を表示します。

ログ出力できるようにする。

Log内容



電キャビ
ファイルの新規作成で複数ファイルを作成する機能を追加しました。
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結果：ファイルが連番で新規作成されます。

複数ファイルの作成は、
ファイル名が連番で作成
できる時のみ有効です。

ファイルの新規作成ダイアログ

同名のファイル名があった場合は、同名のファイルをスキップして作成します。

例：005 と 008 はすでに存在していたので、それ以外の8ページ
（001,002,003,004,006,007,009,010）が作成されます。

作成されたページ



電キャビ –目次作成
シート記号の数値モードで空欄行込みで目次を作成できるよう設定を追加しました。
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目次作成 設定（デフォルト） 結果

シート記号の数値モードを有効にする
：チェック無し（デフォルト）の例

シート記号の数値モードを有効にする：チェック有

電キャビ 図面

図種”表紙”の図面は先頭、
図種”目次”の図面は表紙の
次に配置されます。

9 追加空白行

11 追加空白行



電キャビ –目次作成
数値モードで使用する数値範囲を設定する機能を追加しました。
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目次作成の数値モードでは、
"1" が最初の行で、以降の行は
1 ずつ増加していきます。

途中に使用しない番号があった
場合でも、その部分に空行を追
加します。

電キャビの図面庫：実際のDWG表示

範囲設定無し 範囲設定有り

最終ページまで
すべての空行を作成

指定範囲で
空行を作成


